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全品種 

農林総合研究所 生産環境部 （℡0172-52-4391） 

 「青天の霹靂」 の 栽培指導現場で 
  衛星画像の情報を利用できるようになりました！ 農林総合研究所 

研究成果 

 水稲 「青天の霹靂」のブランド化を確実にするには、産地全体でバラツキのない高品質な生産体制づくりが
必要です。 
 この実現に向けて、衛星画像から「青天の霹靂」の玄米タンパク質含有率を水田1枚ごとに判定するリモート
センシング技術のデータを関係機関が現場で栽培指導に活用できるようになりましたので紹介します。  
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【特徴】 

情報を検索できる 
・タンパクが高い水田 

・各生産者の水田 

【特徴】 

屋外の現地圃場でも 

マップを確認できる。 
・GPS機能で 

現在地が表示される 

① 水土里情報システム※で利用 

② 携帯型端末で利用（Webアプリ） ※ 

※工業総合研究所が開発 

※県土地改良事業連合会が運用 

生産者 （青天の霹靂） 

個別指導 (訪問・電話) 

現地指導・講習会 

お問い合わせ 


